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＜プログラム＞ 

日程 時 間 テ ー マ 講 師（敬称略） 

７ 
月 
２７ 
日 
(土) 

14：00～15：30 パーソナリティ障害は現在 
ホヅミひもろぎクリニック 院長 

牛島 定信 

15：45～17：15 境界性パーソナリティ障害は今 
帝京大学医学部 主任教授 

林  直樹 

７ 

月 

２８ 

日 

(日) 

9：30～11：00 
パーソナリティ障害患者の急性期治療

をめぐる諸問題 

都立松沢病院 

今井 淳司 

11：15～12：45 社会参加困難症者の森田療法 
東京慈恵会医科大学附属柏病院  

精神神経科講師   川上 正憲 

12:45～13:45 （昼 食）各自おとりください 

13：45～15：15 
スキゾタイパル・パーソナリティ障害

をめぐって 

聖みどり病院 副院長 

喜多 洋平 

15：30～16：00 質疑応答 出 講 講 師 

※時間割・テーマ等が変更となる場合があります。予めご了承ください。 

最近のパーソナリティ障害をめぐる諸問題 

 

期  日：2019 年 7 月 27日（土）・28 日（日） 

受講対象：小児科医師、精神科医師、臨床心理士、助産師、保健師、保育士、教師、社会 

福祉関係者など各機関・現場で子どもに関わる専門家および興味のある方々 

定  員：80 名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください） 

受 講 料：12,000 円（税込み）  ※昼食は各自おとりください  

主  催：公益財団法人 明治安田こころの健康財団  03-3986-7021 

会  場：明治安田こころの健康財団 講義室  ※詳細地図は受講証に添付いたします 

東京都豊島区高田３-１９-１０   

ＪＲ山手線・西武新宿線・東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約７分 

 

 
1980年（ＤＳＭ-Ⅲ）に登場したパーソナリティ障害も、時代とともに大きく変化し、21

世紀になった現在、問題にならなくなったかの印象を与えているが、その内実は、まだまだ深

刻な状況にあると云わねばならない。今回は、臨床現場で働く人たちの実践を通じた話を幅広

い視点から論じてみたいと思う。つまり、ともすれば精神力動的視点からの発言が多かったが、

それを超えた視点からの臨床素材を集めて、出席者との議論を盛んにするような企画を考えて

いる。多くの参加者を願っている。 

【ホヅミひもろぎクリニック 院長  牛島 定信】 

 

＊当財団（講座）は「臨床心理士」資格取得者の研修機会として、（公財）日本臨床心理士資格認定協会より「短期研修機会 

（ワークショップ）」の承認を受けております。 ＜承認期間：2017 年 7 月 1 日～2022 年 6 月 30 日 承認番号：W29111＞ 


